
令和4年度事業報告

重点項目に対する

達成状況

城南特別支援学校2名、品川特別支援学校1名、青光久我山学園1名、計４名の新規利用者

があった。低学年児童向けのプログラムとして制作活動を月に1度取り入れた。定期的な

広報活動として月の活動内容を「おたより」として保護者へ配布し、HPにも掲載を開始し

た。

稼働目標に対する

達成状況

達成状況4月74.1％、5月96.3％、6月78.4％、7月70.5％、8月104％、9月88.2％、10月

80％、11月89％、12月91.7％、1月92.5％、2月85.1％、3月80.6％で、令和4年度の稼働目

標85％に対し85.9％の稼働率となり目標を達成できた。

基本方針に対する

達成状況

利用児童の学校終了後及び学校休業日の居場所を提供し、ゆったりとした雰囲気の中でリ

ラックスして過ごせる環境を作り、余暇活動を中心に、散歩などの課外活動を通し外部と

の社会交流・体験をできるよう支援した。障害のある子ども達もありのままの自分を、安

心して出すことができる様事業を実施した。

予算執行状況

収入は、加算等が取れていないため当初予算の89.6％となったが、支出も当初予算の

86.5％に収まったため、結果として収支差額は黒字となった。

事業およびサービ

ス目標に対する達

成状況

新型コロナの濃厚接触者に職員が該当し7月に2日間休所したが、それ以外は計画通りに開

所した。

支援内容は個別支援計画書を作成し、それをもとに、評価、モニタリングを実施した。個

別支援計画書に沿った療育プログラム、個別指導、集団療育、関係機関との連携を行っ

た。利用者及びその支援を行う者の日常生活における支援等に関する相談及び助言も行っ

た。

送迎は計画通りに実施できた。

その他事業計画に

対する達成状況

苦情、要望の窓口を設置し、契約時の重要事項説明書に記載のうえ説明を行い行政機関・

その他苦情受付機関の情報も明記する。令和4年度の苦情、要望は特になし。

放課後等デイサービスえがお
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